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近年の最終赤字行    最

福
島
銀
、社
長
辞
任
へ

前
期
７
期
ぶ
り
赤
字
で
引
責

柄
島
銀
行
は
森
川
英
治
社
長
が
辞
任
し
、
後
任
に
同
じ
福
島
県
の
地
銀
、
東
邦
銀
行

出
身
の
加
藤
容
啓
氏
を
招
く
方
向
で
最
終
調
整
に
入

っ
た
。
２
０
１
８
年
３
月
期
決
算

で
７
期
ぶ
り
に
最
終
赤
字
に
転
落
す
る
こ
と
に
な

っ
た
た
め
。
地
元
経
済
の
立
て
直
し

に
向
け
、
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
の
支
援
も
要
請
す
る
。

後
任
に
東
邦
銀
元
専
務

・
建
物
で
関
連
損
失
を
計
上

す
る
の
も
響
く
。
配
当
は
７

期
ぶ
り
に
無
配
に
す
る
。

赤
字
計
上
後
も
、
銀
行
の

健
全
性
を

示
す
自
己
資
本

比
率
は
規
制
基
準
の
４
％
を

Ｌ
回
り
、
９
％
台
を
確
保
す

る
。森

川
社
長
は
日
銀
出
身
。

後
任
と
な
る
加
藤
氏
は
福
島

県
の
地
銀
で
シ

ェ
ア
が
ト

ッ

プ
の
東
邦
銀
出
身
。
東
邦
銀

の
完
全
子
会
社
、
と
う
ほ
う

証
券

の
社
長
を
務
め
て

い

る
。
人
事
や
総
合
企
画
、
市

場
金
融
と
幅
広
い
経
歴
で
、

同
行
専
務
ま
で
務
め
た
。

１５

年
か
ら
現
職
に
転
じ
た
。

福
島
銀
は
政
府
系
フ
ァ
ン

ド
の
地
域
経
済
活
性
化
支
援

機
構

（
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
）
傘
下

の
日
本
人
材
機
構
に
支
援
を

要
請
す
る
方
針
だ
。
ト

ッ
プ

以
外
の
幹
部
人
材
も
受
け
入

れ
、
地
元
福
島
県
、
と
り
わ

け
被
災
地
の
支
援
を
よ
り
強

力
に
進
め
る
事
業
モ
デ
ル
を

構
築
す
る
。

業
績
悪
化
は
人
口
減
の
影

響
に
加
え
、
日
銀
に
よ
る
マ

イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
余
波
を

受
け
た
。

「
負
の
遺
産
」
を

一
掃
で
き
れ
ば
、
厳
し
い
経

営
環
境
下
で
事
業
改
革
を
進

め
や
す
く
な
る
。

福
島
銀
は

バ
ブ
ル
崩
壊

後
、
１
９
９
０
年
代
後
半
の

金
融
危
機
時
に
経
営
危
機
に

陥

っ
た
が
、
直
近
の
自
己
資

本
比
率
は
１１
％
を
超
え
て
い

た
。

ス
ル
ガ
銀
不
正

「
起
き
え
な
い
」

地
銀
協
会
長

全
国
地
方
銀
行
協
会
の
佐

久
間
英
利
会
長

（千
葉
銀
行

頭
取
）
は
１６
日
の
記
者
会
見

で
、
ス
ル
ガ
銀
行
の
シ

ェ
ア

ハ
ウ
ス
向
け
融
資
を
巡
る
不

一
和
却
蝉
車
わ
前
章
↑
幅
畔
持
〕

た

第

三
者

委

員

会

の
実

態

解

明

を

待

つ
考

え

を

示

し

た
。日

銀
の
金
融
政
策
に
つ
い

て
は

「
出
口
が
見
通
せ
な
い

現
在
の
金
融
政
策
も
、
我
々

に
と

っ
て
大
き
な
慢
性
ス
ト

レ

ス
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
」
と
指
摘
し
た
。
低
金
利

環
境
が
続
け
ば
地
方
銀
行
の

基
礎
体
力
が
む
し
ば
ま
れ
、

「
地
域
の
金
融
伸
介
機
能
に

深
刻
な
影
響
が
生
じ
る
恐
れ

が
あ
る
」
と
の
懸
念
を
語

っ

た
。

月権 【
//ι

ヽ

■電事連会長、原発20%目標に自信

電気事業連合会の勝野哲会長 (中部電
力社長)は 18日 の定例記者会見で、2030

年度の原発の発電比率を20～22物とする
目標が国のエネルギー基本計画の素案に
盛り込まれたことについて「既設の炉の
運転を再開し、安定的な運転に努めてい
くことで達成できる」と自信を見せた。
勝野氏は「しつかり原子力規待J委員会

の審査を受けることで、再稼働を果たし
ていくJと強調した。一方、再生可能エ

ネルギーの主力電源イヒには「低コス ト化
に取り組むことが重要だJと指摘した。

均周ウ打 ;J行 す//7
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個
人
間
で
仮
想
通
貨
を
売
買
す
る

「
相
対

（あ
い
た
い
）
」

取
引
を
巡
り
、
相
手
に
通
貨
や
現
金
を
持
ち
逃
げ
さ
れ
る
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
い
る
。
交
換
会
社
を
介
さ
ず
取

引
す
る
た
め
、
相
手
の
身
元
を
十
分
に
権
認
す
る
の
が
難
し

い
た
め
だ
。
犯
罪
収
益
の
洗
浄

（
マ
ネ
ー

ロ
ン
グ
リ
ン
グ
）

に
悪
用
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
り
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は

「
個

人
間
の
直
接
取
引
は
避
け
る
べ
き
だ
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
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持ち逃げ・詐欺 相次く

「
今
な
ら
必
ず
利
益
が
出

る
。
現
金
を
預
け
て
く
れ
れ

ば
仮
想
通
貨
に
換
え
て
後
で

送
る
」
。
１
月
、
関
東
地
方

に
住
む
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の

６０
代
男
性
は
、
乗
客
の
男
に

こ
う
持
ち
か
け
ら
れ
た
。
以

前
か
ら
仮
想
通
貨
に
興
味
が

あ

っ
た
男
性
は
現
金
約
３０
万

円
を
渡
し
た
が
、
男
は
連
絡

不
能
に
。
仮
想
通
貨
も
送
ら

れ
て
こ
な
い
ま
ま
だ
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
と
、
２
０
１
７
年
度
の
仮

想
通
貨
を
巡
る
消
費
者
か
ら

の
相
談
は
２
６
６
６
件
と
前

年
度
の
３
倍
以
上
に
急
増
し

た
。
と
り
わ
け
仮
想
通
貨
が

高
騰
し
始
め
た
１７
年
秋
ご
ろ

か
ら
は
、
相
対
取
引
を
巡
る

相
談
が
徐
々
に
目
立
つ
よ
う

に
な

っ
た
と
い
う
。

多
い
の
は

「
今
は
交
換
会

社
で
は
売

ら
れ

て
い
な

い

が
、
必
ず
値
上
が
り
す
る
仮

想
通
貨
が
買
え
る
」

「
自
分

な
ら
交
換
会
社
の
相
場
よ
り

も
仮
想
通
貨
を
高
く
売
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
言
わ
れ
て

現
金
や
仮
想
通
貨
を
相
手
に

渡
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
連
絡

が
取
れ
な
く
な
る
ケ
ー

ス

だ
。
詐
欺
事
件
に
発
展
す
る

場
合
も
あ
る
。

暴
力
事
件
も
起
き

て
い

る
。
警
視
庁
は
３
月
、
仮
想

通
貨
交
換
会
社

の
社
長

に

「
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
を
現
金
で

購
入
し
た
い
」
と
持
ち
か
け

て
都
内
の
ホ
テ
ル
に
誘
い
出

し
、
暴
行
を
加
え
て
１
億
円

相
当
の
コ
イ
ン
を
奪
お
う
と

し
た
２０
代
の
男
ら
を
強
盗
未

遂
容
疑
で
逮
捕
し
た
。
男
ら

は
、
社
長
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ア
プ
リ
を
操
作
し
て
コ

イ
ン
を
送
る
よ
う
要
求
し
た

と
い
う
。

仮
想
通
貨
は
マ
ネ
ー
ロ
ン

グ
リ
ン
グ
に
も
使
わ
れ
て
い

る
と
さ
れ
、
反
社
会
的
勢
力

の
影
も
ち
ら
つ
く
。
仮
想
通

貨
関
連
の
事
業
を
手
が
け
る

男
性
実
業
家
は
１８
年
初
め
、

海
外
で
生
活
す
る
知
人
か
ら

「
億
円
単
位
の
現
金
を
ビ
ッ

ト
コ
イ
ン
に
交
換
し
た
い
人

が
い
る
。
相
対
取
引
に
応
じ

ら
れ
な
い
か
」
と
頼
ま
れ
た
。

交
換
を
望
む
人
物
は
明
か
さ

れ
な
か

っ
た
が
、
会
話
の
内

容
か
ら
暴
力
団
の
可
能
性
が

あ
る
と
感
じ
、
断

っ
た
と
い

う
。そ

れ
で
も
相
対
取
引
は
水

面
下
で
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る
。
理
由
は
コ
ス
ト
。
相
対

取
引
だ
と
、
交
換
会
社
を
介

し
て
売
買
し
た
際
に
か
か
る

手
数
料

（
取
引
額
の
０

。
５

％
前
後
）
が
か
か
ら
な
い
。

相
対
取
引
を
伸
介
す
る
専
門

サ
イ
ト
に
は

「
１
ビ
ッ
ト
コ

イ
ン
を
約
１
０
０
万
円
で
買

う
。
予
算
は
最
大
５
億
円
」

と
い

っ
た
投
稿
が
後
を
絶
た

な
い
。

ト
ラ
ブ
ル
や
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
る
リ

ス
ク
は
大
き

い
。
交
換
会
社
を
介
し
て
売

賢
す
る
に
は
利
用
者
が
氏
名

や
住
所
な
ど

の
個
人
情
報

を
登
録
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
相
対
取
引
で
は
不
要
な

た
め
だ
。
国
民
生
活
セ
ン
タ

ー
の
担
当
者
は

「
送
金
先
が

確
認
で
き
な

い
相
対
取
引

は
危
険
。
金
融
庁
に
認
め
ら

れ
た
交
換
会
社
を
利
用
し
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
て
い

る
。

相手の身元確認難しく

日を す//生
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22
億
件

調査間

世
界
の
ネ
ド
上
日
本
関
連
１
千
万
件

民

日
本
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー

会
社
の
調
査
で
、
何
者
か
の

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
リ
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
個
人
情
報

が
大
規
模
に
漏
浪
し
、

イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
フ
ァ
イ
ル

化
さ
れ
て
い
る
実
態
が
明
ら

か
に
な

っ
た
。
漏
れ
た
個
人

デ
ー
タ
数
は
世
界
で
少
な
く

と
も
２２
億
件
に
の
ぼ
る
。
日

本
関
連
は
１
千
万
件
あ
り
、

企
業
や
官
庁
な
ど
所
属
団
体

の
ア
ド
レ
ス
も
あ
る
。

セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ

ム
会
社
、
ソ
リ
ト
ン
シ
ス
テ

ム
ズ
に
よ
る
２
０
１
８
年
４

月
ま

で

の
調
査

で
わ
か

っ

た
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る

過
去
最
大
の
情
報
漏
洩
は
１３

年
に
米
ヤ
フ
ー
か
ら
漏
れ
た

３０
億
件
の
個
人
情
報
。
今
回

は
１
つ
の
組
織
か
ら
の
漏
洩

で
は
な
く
、
交
流
サ
イ
ト
な

ど
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
得

た
デ
ー
タ
を
フ
ァ
イ
ル
化
し

た
も
よ
う
。

海
外
の
複
数
の
フ
ァ
イ
ル

共
有
サ
ー
ビ
ス
上
に
、
個
人

デ
ー
タ
の
回
ま
り
が
４
つ
見

つ
か

っ
た
。
ア
ド
レ
ス
と
パ

ス
ワ
ー
ド
を
セ

ッ
ト
に
し
た

情
報
を
１
件
と
数
え
る
と
計

２２
億
件
に
な
る
。
日
本
の
ネ

ッ
ト
利
用
者
が
使
う

コ
す
」

が
つ
く
ア
ド
レ
ス
は
判
明
し

て
い
る
限
り
で
１
千
万
件
あ

っ
た
。

「
‐４
億
ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル

で
は
‐３
億
９
千
万
件
が
さ
ら

さ
れ
、
日
本
企
業
３
０
０
０

社
の
ア
ド
レ
ス
が
含
ま
れ
て

い
た
。

金
融
、
情
報
通
信
、
製
薬

と
い

っ
た
業
界
大
手
や
官
公

一所い僻髄珈ヂ藤嘩醜空帥

る
。
会
社
な
ど
の
ア
ド
レ
ス

で
利
用
し
た
ネ

ッ
ト
通
販
サ

イ
ト
な
ど
か
ら
情
報
を
抜
き

取
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

ソ
リ
ト
ン
は
分
析
を
進
め

て
い
る
が
、
デ
ー
タ
を
加
工

し
た
勢
力
は
次
の
サ
イ
バ
ー

攻
撃
に
利
用
す
る
た
め
フ
ァ

イ
ル
を

つ
く

っ
た
も
よ
う
。

ア
ド
レ
ス
は
ネ

ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
の
Ｉ
Ｄ
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
フ
ァ
イ
ル
は
不

正
ア
ク
セ
ス
や
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
詐
欺
に
悪
用
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
る
。

ソ
リ
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
個

人
は
ア
ド
レ
ス
や
パ
ス
ワ
ー

ド
を
使
い
回
さ
な
い
注
意
が

必
要
と
い
う
。
企
業
な
ど
組

織
の
ア
ド
レ
ス
は
シ
ス
テ
ム

に
侵
入
す
る
足
が
か
り
に
な

る
た
め
、
不
要
に
組
織
の
ア

ド
レ
ス
を
使
わ
な
い
こ
と
な

一

ど
を
従
業
員
に
呼
び
か
け
る

対
策
が
必
要
と
な
る
。

膨大な情報が盗まれていた

不正アクセスに悪用

』径 ,各
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